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春蘭の里での農業体験 春蘭の里での農業体験 

月

日
、
石
川
県
の

原
子
力
防
災
訓
練
を
視
察

し
ま
し
た
。

能
登
空
港
で
の
汚
染
検

査
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

で
は
、
放
射
線
防
護
服
に

身
を
包
ん
だ
係
員
が
避
難

住
民
の
汚
染
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
る
昨
今
、
こ
う
し
た
訓

練
は
積
極
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

全全国国原原子子力力発発電電所所立立地地ササミミッットト議員研修レポート

月

日
と

日
、
東
京
都
内
で
開

か
れ
た
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
サ
ミ
ッ

ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
原
子
力
発
電
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
電
力
の
安

定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
抑
制
、

温
暖
化
対
策
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
原

子
力
発
電
の
意
義
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

講
演
会
の
後
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
再
稼
働
で
き
る
と
こ
ろ
は
早
め
に
進
め

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
一
方
で
、

「
地
域
経
済
よ
り
も
安
全
性
の
問
題
を
優

先
す
べ
き
」、「
使
用
済
み
核
燃
料
の
問
題

を
置
き
去
り
に
し
て
再
稼
働
は
あ
り
得
な

い
」
と
の
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
声
を
対
外
的
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
、
サ
ミ
ッ
ト
の
大
き
な
意
義
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

       

グループを代表し意見交換会の報告をする稲岡副議長

議議会会全全員員協協議議会会

 

                                

 
   

 
                 

 
         

                                

                     
      

    
 

         
 

   
 

                  

     
   

                        

１２月定例会は、１２月４日から１８日までの１５日間の会期

で開かれ、補正予算、条例改正、契約案件の議案と請願など、

あわせて２６件を審議しました。

議
員
定
数
の
削
減
を
求
め
る
請
願 

 

（
概
要
） 

大
勢
の
町
民
か
ら
議
員
削
減
の
声
が

あ
り
、
こ
の
た
び
請
願
書
の
提
出
と
な

り
ま
し
た
。
議
会
も
協
議
は
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。 

他
町
同
様
に
定
数
削
減
を
致
し
、
少

数
議
員
数
で
あ
っ
て
も
前
向
き
に
活
発

な
議
論
を
戦
わ
せ
る
組
織
の
議
会
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

な
お
、
改
革
に
あ
た
り
現
在
の
志
賀

町
議
会
議
員
報
酬
の
改
革
も
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
低
す
ぎ
る
議
員
報
酬
も
含

め
他
の
市
町
の
議
員
報
酬
な
ど
参
考
に

し
な
が
ら
上
げ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。 

 

【
紹
介
議
員
】
須
磨 

隆
正 

下
池
外
巳
造 

次頁に続く
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請 願 名 紹介議員 請 願 の 内 容 議決結果

①日本政府がすみやかに核兵器

禁止条約に署名し、国会が批

准することを求める請願 

中谷松助 

核兵器のない世界を望む国内外の
広範な世論に応えて、唯一の戦争
被爆国である日本は、率先して取
り組むべきである。 

不採択 

賛3 反12 

②国に対し「消費税増税中止を

求める意見書」の提出を求め

る請願 

中谷松助 

消費税増税を中止することを強く
求める。また、税率引上げと同時
に実施を狙う「軽減税率」には重
大な問題がある。 

不採択 

賛2 反13

②の請願に賛成

消費税増税は経済に大きな打撃とな

る。税金は負担能力に応じて富裕層や

大企業に応分の負担を求めるべき。

議
員
定
数
を
削
減
す

る
と
、
チ
ェ
ッ
ク
力
が

弱
ま
り
、
多
様
な
町
民

の
声
が
届
き
に
く
く
な

る
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
当
選
ラ
イ
ン
が
上
が

り
、
こ
れ
か
ら
を
担
う

若
い
方
々
や
意
欲
の
あ

る
方
が
議
員
に
挑
戦
し

に
く
く
な
る
。

①の請願に賛成

核兵器による惨禍を体験した日本に

は、特別の責務がある。平和の流れを

後押しする本請願に賛成する。

①の請願に反対

核兵器禁止条約の理念は素晴らしい

が、核保有国が参加していない現状に

おいて、本条約の実効性はなく、参加

することの意義もない。参加すれば、

同盟国を含む核保有国との対立を生む

ことにもなりかねない。

人
口
減
少
と
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
時
代

の
流
れ
や
県
内
の
動
向

を
見
て
も
、
本
町
の
定

数
は
明
ら
か
に
多
い
。

人
口
、
面
積
、
財
政

力
ベ
ー
ス
で
比
較
す
る

と
本
町
の
定
数
は
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い

る
。
町
民
の
意
見
も
定

数
削
減
で
あ
る
。

!!

!!
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一般会計では、人事院勧告による人件費の増額、豪雨災害による復旧事業費、イノシシ捕獲頭数の

増加による事業費の増額等を主とし、所要額を補正します。その他の会計についても、人事院勧告に

よる人件費の増額や各種事業の執行により所要額を補正します。 

会 計 名 補 正 額 補 正 後 の 額 

一 般 会 計 １６９５万円 １３９億６０９８万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 １４６０万円 ８億２４２３万円

診 療 所 事 業 特 別 会 計 １０５万円 １億７８５３万円

ケーブルテレビ事業特別会計 ３９７万円 ４億７０４５万円

水道事業会計 

収 益 的 支 出 ４７万円 ５億９９２１万円

資 本 的 収 入 ６４４万円 １億 ６２７万円

資 本 的 支 出 １２７３万円 ４億９０９２万円

病院事業会計 

収 益 的 収 入 ４４５７万円 １３億４２７５万円

収 益 的 支 出 ６６万円 １２億７３９０万円

資 本 的 収 入 ４９０万円 １億１６６５万円

議会だより しか No.54 

平成３１年１月３０日発行 4

※指定管理制度とは、町の公の施設の管理・運営を民間事業者

などに代行させることができる制度です。これまで本施設は、

㈱セオリーが指定管理者となっていました。 

万円未満は四捨五入

道の駅とぎ海街道 

シーサイドヴィラ渤海 

&
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※議長は採決に加わりません。

議案番号 議案名と内容 （議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告 専決処分の承認（３０年度一般会計補正予算）･･･豪雨災害で発生した復旧事業

等にかかる補正を行った。【８億2,867万円の増】 

承認

賛 反

専決処分の承認（３０年度水道事業会計補正予算）･･･豪雨災害で発生した復旧

事業等にかかる補正を行った。【290万円の収入増、830万円の支出増】 

承認

賛 反

議案
３０年度一般会計補正予算･･･

可決

賛 反

～ ３０年度公共下水道事業特別会計ほか４会計の補正予算･･･ 
可決

賛 反

災害見舞金支給条例の制定･･･災害により被害を受けた町民やその遺族に対し見舞

金を支給できるよう、新たに条例を制定する。 
可決

賛 反

職員の自己啓発等休業に関する条例の一部改正･･･関係法令の改正により、引用

している条項にずれが生ずるため改正を行う。 
可決

賛 反

・

議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正、常

勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部改正･･･特別職の国家公務員のボ

ーナスの改定に準じて、期末手当の改正を行う。 

可決

賛 反

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正･･･国の人事院勧告に準じて、給料

表や期末勤勉手当等の改正を行う。 
可決

賛 反

水道事業の設置等に関する条例の一部改正･･･来年４月から下水道事業に地方公

営企業法を適用するため、関係条例の改正を行う。 
可決

賛 反

病院事業の設置等に関する条例の一部改正･･･１月から町立富来病院に介護医療

院を設置するため、施設の名称等を明記するほか、関係条文の改正を行う。 
可決

賛 反

工事請負契約の締結についての議決の一部変更（旧熊野小学校体育館改修工

事）････充填材の撤去、地盤改良、既存雨水管の移設等を追加するもので、契約金

額に164万2,680円を増額し、6,328万4,760円に変更する。 

可決

賛 反

財産の取得について「コミュニティバス」･･･トヨタハイエース２台を購入するにあ

たり、㈱池田商事から1,218万4,560円で取得する。 
可決

賛 反

財産の取得について「コミュニティバス」･･･トヨタハイエース４台を購入するにあ

たり、㈱上杉モータースから2,436万4,800円で取得する。

可決

賛 反

財産の取得について「コミュニティバス」･･･日野ポンチョ４台を購入するにあたり、

石川日野自動車㈱七尾営業所から8,208万円で取得する。

可決

賛 反

シーサイドヴィラ渤海及びふるさと文化センターの指定管理者の指定･･･新た

に、㈱いこいの村能登半島を指定管理者として、５年間指定する。 
可決

賛 反

志賀の郷ファミリーパークの指定管理者の指定･･･引き続き、㈱いこいの村能登

半島を指定管理者として、５年間指定する。 

可決

賛 反

大島キャンプ場の指定管理者の指定･･･引き続き、大島観光開発㈱を指定管理者

として、５年間指定する。 
可決

賛 反

議長発議 議員の派遣･･･12月19日から26日まで、アゼルバイジャン共和国とジョージアに、東京

オリンピックの合宿誘致活動することを目的に、議長を派遣する。 
可決

賛 反

 

４頁参照

４頁参照

議会だより しか № 54 号
平成３１年１月３０日発行5



 

質
疑

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

奨
励
金
が
大
幅
に
増
え
て

い
る
が
、
捕
獲
後
は
ど
う

処
分
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

当
初
は
年
間
で
２

５
０
頭
の
捕
獲
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
上
半
期
だ
け

で
４
３
７
頭
と
、
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス

で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
、

羽
咋
の
獣
肉
処
理
施
設
で

受
け
入
れ
し
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
地
元
で
埋
設
し

て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

質
疑

羽
咋
の
獣
肉
処
理

施
設
は
遠
い
の
で
、
持
ち

込
み
す
る
の
は
厳
し
い
。

埋
設
に
対
し
て
町
で
援
助

で
き
な
い
か
。

答
弁

施
設
に
持
ち
込
み

で
き
な
い
と
言
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
捕
獲
奨
励
金
の

範
囲
内
で
対
応
願
い
た
い
。

質
疑

イ
ノ
シ
シ
対
策
を

早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

で
き
れ
ば
電
気
柵
を
全
地

区
に
設
置
で
き
な
い
か
。

答
弁

電
気
柵
は
地
元
の

要
望
に
応
じ
て
対
応
し
て

お
り
、
全
地
区
は
面
積
も

広
く
難
し
い
。

                   

                   

質
疑

富
来
病
院
に
設
置

さ
れ
る
介
護
医
療
院
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

ど
う
違
う
の
か
。

答
弁

ど
ち
ら
も
同
じ
よ

う
に
看
取
り
ま
で
い
ら
れ

る
が
、
介
護
医
療
院
に
は

医
師
が
常
駐
し
て
い
る
。

ま
た
、
病
気
に
な
れ
ば

一
般
病
棟
に
移
る
こ
と
が

容
易
で
あ
る
。

質
疑

介
護
医
療
院
を
設

置
し
て
、
現
在
の
ス
タ
ッ

フ
で
対
応
で
き
る
の
か
。

答
弁

介
護
福
祉
士
が
足

り
な
い
の
で
、
看
護
補
助

員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

 

富来病院に

介護医療院を設置

イノシシに備えて電気柵を設置

※介護医療院とは、要介護者で、長期にわ

たり療養が必要である者に対して、介護や

必要な医療、日常生活上の世話などを行う

施設です。

 

                                

                                

                                

  
             

   
             

 

                                

                                

コミュニティバスの利用者は

年々減少している。電話予約など利

用者の要求に応じて運行するデマ

ンド交通の導入を検討せよ。

町側の答弁

どうなった

県内には、自治会へ小型除雪機の

購入経費に対して補助金を出して

いる自治体がある。本町も補助金

制度の創設を検討せよ。

町側の答弁

どうなった

公共交通サービスのあり方を見直す時期に

来ている。全国の事例を参考にしながら導入

について検討していきたい。 

小型除雪機の各地区の必要性について意向

調査を実施し、その結果を踏まえて助成制度

の創設について検討していきたい。 

平成 年 月から、コミュニティバス

の増穂線でデマンド交通の運行実験を行っ

ています。料金は片道５００円で、それを

超える額を町が負担します。 

平成 年 月から、各区の小型除雪機

１台の購入費に対して１ ２（上限額

万円）が補助されます。なお、交付後

年間は補助金の対象となりません。 

議会だより しか № 54 号
平成３１年１月３０日発行 6

議員が行う一般質問は、まちづくりにどう生かされているのでしょうか。 志っ賀りチェック！ 予算決算常任委員会審査



 

                                

                                

                                

  
             

   
             

 

                                

                                

コミュニティバスの利用者は

年々減少している。電話予約など利

用者の要求に応じて運行するデマ

ンド交通の導入を検討せよ。

町側の答弁

どうなった

県内には、自治会へ小型除雪機の

購入経費に対して補助金を出して

いる自治体がある。本町も補助金

制度の創設を検討せよ。

町側の答弁

どうなった

公共交通サービスのあり方を見直す時期に

来ている。全国の事例を参考にしながら導入
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小型除雪機の各地区の必要性について意向

調査を実施し、その結果を踏まえて助成制度

の創設について検討していきたい。 

平成 年 月から、コミュニティバス

の増穂線でデマンド交通の運行実験を行っ

ています。料金は片道５００円で、それを

超える額を町が負担します。 

平成 年 月から、各区の小型除雪機

１台の購入費に対して１ ２（上限額

万円）が補助されます。なお、交付後

年間は補助金の対象となりません。 

議会だより しか № 54 号
平成３１年１月３０日発行7

議員が行う一般質問は、まちづくりにどう生かされているのでしょうか。



 

                                

          

福
田

全
国
的
に
も
小
中

学
校
へ
の
冷
房
設
備
の
設

置
の
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、

よ
り
体
温
調
整
機
能
が
未

熟
な
乳
幼
児
が
通
う
保
育

園
や
幼
稚
園
に
つ
い
て
は

議
論
が
薄
い
。

本
町
で
は
、
町
立
保
育

園
、
民
営
こ
ど
も
園
が
あ

る
が
、
現
在
の
冷
房
設
備

状
況
と
今
後
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
問
う
。

町
長

民
間
の
認
定
こ
ど

も
園
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
保
育
室
に
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

公
立
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
緊
急
を
要
す
る
保
育

園
か
ら
順
次
設
置
す
る
こ

と
と
し
た
が
、
す
べ
て
の

保
育
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

今
後
の
計
画
と
し
て
、

全
保
育
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
を
考
慮
し
、
す
べ

て
の
園
児
に
快
適
な
環
境

を
提
供
で
き
る
よ
う
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

福
田

遺
族
が
行
政
で
行

う
様
々
な
死
亡
時
手
続
き

を
一
元
化
し
、
専
用
の
窓

口
を
設
け
る
サ
ー
ビ
ス
が

全
国
で
も
注
目
を
集
め
て

い
る
。

 

        

悲
し
み
に
暮
れ
る
遺
族
に

寄
り
添
っ
た
「
た
ら
い
回

し
ゼ
ロ
」
の
取
り
組
み
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。 

          

住
民
課
長

本
庁
舎
で
は
、

す
べ
て
の
手
続
き
の
７
割

以
上
を
住
民
課
総
合
窓
口

で
完
了
で
き
る
体
制
と
し

て
い
る
が
、
町
税
や
水
道

な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
へ
ご
案
内
し

て
い
る
。

富
来
支
所
の
場
合
は
、

窓
口
１
か
所
で
す
べ
て
の

手
続
き
が
完
了
で
き
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

死
亡
手
続
き
に
よ
る
ご

遺
族
の
負
担
軽
減
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
関
係
課
へ
ご
案

内
し
て
い
た
手
続
き
に
つ

い
て
も
、
関
係
課
と
連
携

を
と
る
な
ど
、
総
合
窓
口

で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を

進
め
て
い
き
た
い
。

  

保育園に冷房を設置せよ

ワンストップ化を進める本庁舎の総合窓口 
 

福田 晃悦 議員計画的に進めていく 町長

お
悔
み
手
続
き
の
一
元
化
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
進
め
て
い
く

住
民
課
長

 

                                

       

南

水
道
事
業
で
は
、
住

民
利
益
の
た
め
水
道
料
金

を
安
く
抑
え
て
き
た
結
果
、

多
く
の
自
治
体
で
は
、
現

在
の
料
金
で
施
設
の
更
新

工
事
が
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
水
道
事
業
を

民
営
化
し
や
す
く
す
る
改

正
水
道
法
が
国
会
で
可
決

さ
れ
た
が
、
本
町
に
お
け

る
水
道
事
業
の
将
来
に
つ

い
て
問
う
。

ま
ち
整
備
課
長

今
後
は
、

更
新
工
事
等
に
よ
る
費
用

負
担
が
続
く
と
と
も
に
、

人
口
減
少
に
よ
る
収
益
の

悪
化
も
懸
念
さ
れ
、
経
営

状
況
は
よ
り
厳
し
く
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
将
来
的
に
は

使
用
料
を
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
時
期
が
く
る
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
時
期
を
少

し
で
も
先
送
り
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
改
正
水
道
法
に

つ
い
て
は
、
民
間
企
業
が

参
入
を
希
望
す
る
の
は
利

益
が
見
込
め
る
都
市
部
が

中
心
と
推
測
さ
れ
、
人
口

減
少
が
著
し
い
地
方
部
へ

の
参
入
は
難
し
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

                         

             

南

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

本
町
で
は
、
レ
ス
リ
ン
グ

の
合
宿
誘
致
が
検
討
さ
れ
、

町
長
が
営
業
マ
ン
と
し
て

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ジ

ョ
ー
ジ
ア
両
国
を
訪
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
民
が
注
目
す
る
の
は
、

費
用
対
効
果
で
あ
る
が
、

期
待
さ
れ
る
効
果
を
聞
く
。

町
長

合
宿
誘
致
に
よ
り

子
ど
も
達
に
は
、
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー

ト
や
海
外
の
文
化
に
触
れ

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、

夢
や
希
望
を
も
た
ら
す
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

今
後
、合
宿
誘
致
が
決
ま

れ
ば
、
内
閣
府
が
進
め
る

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ

れ
、
国
の
財
政
支
援
が
あ

る
の
で
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
国
際
的
な
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
。

南 正紀 議員

経
営
状
況
は
厳
し
く
な
る

ま
ち
整
備
課
長

議会だより しか
平成３１年１月３０日発行

合宿誘致で期待される効果は

夢や希望をもたらす 町長

そ
の
他
の
質
問
・・

南

教
育
長
の
着
任
に

際
し
て
の
抱
負
は
。

教
育
長

い
じ
め
や
不
登

校
、
教
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
も
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

南

ト
ミ
ヨ
の
保
護
活

動
に
町
の
支
援
を
。

生
涯
学
習
課
長

地
元
と

前
向
き
に
協
議
を
進
め
る
。絶滅危惧種のトミヨ 

ジョージアを訪問した 
小泉町長（中央）と南議長（右） 

水
道
事
業
の
将
来
は

町政を問う！ 一般質問

議会だより しか № 54 号
平成３１年１月３０日発行 8
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寺
井

富
来
病
院
の
経
営

状
況
は
決
し
て
良
好
と
は

言
え
な
い
。

今
後
、
病
院
改
革
を
推

進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

現
在
の
経
営
状
況
と
今
後

の
方
向
性
を
聞
く
。

 町
長

平
成

年
度
の
決

算
で
は
、
医
業
収
支
で
２

億
７
６
０
０
万
円
余
り
の

損
失
が
あ
り
、
町
か
ら
の

補
助
金
・
負
担
金
を
繰
り

入
れ
た
後
の
経
常
収
支
で

も
、
約
８
４
０
０
万
円
の

損
失
と
な
っ
て
お
り
、
赤

字
状
態
が
慢
性
的
に
続
い

て
い
る
。

今
後
は
、
患
者
数
等
の

動
向
を
踏
ま
え
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
機
能

転
換
を
図
る
と
と
も
に
、

業
務
の
効
率
化
や
職
員
の

接
遇
向
上
に
努
め
、
経
営

の
安
定
化
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

寺
井

昨
年
調
査
し
た
富

来
鉱
山
坑
道
調
査
結
果
資

料
や
文
献
、
各
担
当
課
に

保
管
さ
れ
て
い
る
文
化

財
・
歴
史
遺
産
の
保
存
が

散
逸
し
な
い
よ
う
一
括
管

理
し
、
活
用
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

埋
蔵
文

化
財
調
査
に
か
か
る
出
土

品
は
、
旧
福
浦
小
学
校
で
一

括
管
理
し
て
い
る
が
、
富
来

鉱
山
な
ど
の
歴
史
遺
産
は

一
括
管
理
し
て
お
ら
ず
、
各

課
で
保
管
し
て
い
る
。

既
存
の
加
能
作
次
郎
記

念
館
や
さ
く
ら
貝
の
里
資

料
館
を
含
め
、
文
化
財
な
ど

歴
史
遺
産
に
つ
い
て
は
、
富

来
支
所
や
図
書
館
、
空
き
校

舎
な
ど
を
活
用
し
、
展
示
で

き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

町
の
歴
史
遺
産
を
活
用
せ
よ

富来病院の今後の方向性は

経営の安定化を目指す 町長 寺井 強 議員

展
示
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

生
涯
学
習
課
長

そ
の
他
の
質
問
・・

寺
井

今
年
か
ら
婚
活
・

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
雇
用
し
て
い
る

が
、
現
状
で
の
活
動
内
容

と
成
果
を
聞
く
。

企
画
財
政
課
長

独
身

男
女
の
結
婚
相
談
に
個
別

に
対
応
し
、
結
婚
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で

あ
る
「
し
か
ま
ち
む
す
び
」

と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
募
集
し
、
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。
登
録

者
数
は
、
男
性

人
、
女

性
３
人
で
、
う
ち
１
組
が

交
際
に
発
展
し
て
い
る
。

当時の富来鉱山の調査報告書、平面図、再稼業陳情書、陳情を伝える新聞

 

 
                               

        

中
谷

子
ど
も
の
医
療
費

窓
口
無
料
化
と
、
子
ど
も

達
の
虫
歯
や
歯
科
検
診
集

計
の
実
態
に
つ
い
て
、
東

京
歯
科
協
会
が
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
窓
口
負
担

が
あ
る
自
治
体
で
は
、
負

担
の
な
い
自
治
体
よ
り

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
口
腔
崩
壊

の
子
ど
も
が
多
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
医

療
費
窓
口
無
料
化
制
度
の

創
設
を
求
め
る
。

住
民
課
長

窓
口
無
料
化

を
実
施
し
た
他
市
町
の
状

況
を
見
る
と
、
す
べ
て
の

市
町
で
医
療
費
が
大
き
く

増
え
、
中
に
は
２
倍
以
上

と
な
っ
た
市
町
も
あ
る
。

本
町
で
は
、
保
護
者
の

皆
様
に
、
受
診
の
都
度
、

医
療
に
か
か
っ
た
コ
ス
ト

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

償
還
払
い
方
式
を
前
提
と

し
て
、
全
額
無
料
と
な
る

助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
。

助
成
方
法
に
あ
た
っ
て

は
、
後
の
世
代
の
負
担
ま

で
考
慮
し
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
優
先
度

の
高
い
も
の
か
ら
実
施
す

べ
き
で
あ
り
、
窓
口
無
料

化
は
考
え
て
い
な
い
。

中
谷

原
子
力
防
災
訓
練

を
視
察
し
た
が
、
は
ま
な

す
園
で
は
、
福
祉
車
両
と

運
転
手
が
足
り
な
か
っ
た
。

ま
た
、
能
登
空
港
で
行

わ
れ
た
車
両
の
汚
染
検
査

で
は
、
ピ
ッ
ト
や
足
場
設

備
を
多
数
使
っ
て
い
た
が
、

実
際
の
完
備
は
不
可
能
で

あ
り
、
実
効
性
に
疑
問
を

感
じ
た
。

志
賀
原
発
廃
炉
、
原
発

ゼ
ロ
に
向
か
う
よ
う
北
陸

電
力
に
迫
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長

は
ま
な
す
園
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
入
所

者
が
福
祉
車
両
で
避
難
す

る
の
で
は
な
く
、
大
半
の

方
は
バ
ス
に
よ
る
避
難
を

想
定
し
て
い
る
。

車
両
の
汚
染
検
査
に
つ

い
て
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
検
証
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
測
定

方
法
と
な
っ
て
お
り
、
実

効
性
は
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

窓
口
無
料
化
は
考
え
て
な
い

住
民
課
長

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を

中谷 松助 議員

原子力防災訓練の実効性に

そ
の
他
の
質
問
・・

中
谷

通
学
路
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
を
急
げ
。

学
校
教
育
課
長

改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
る
。

中
谷

小
中
学
校
体
育
館

へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
せ
よ
。

学
校
教
育
課
長

財
政
状

況
が
厳
し
い
中
で
設
置
は

難
し
い
。

中
谷

国
保
の
子
ど
も
の

均
等
割
減
免
を
求
め
る
。

町
長

公
平
性
や
平
等
性

の
観
点
か
ら
減
免
の
考
え

は
な
い
。

実効性はある 町長

車両を除染する訓練 

町政を問う！ 一般質問

議会だより しか № 54 号
平成３１年１月３０日発行 10



 

 
                               

        
中
谷

子
ど
も
の
医
療
費

窓
口
無
料
化
と
、
子
ど
も

達
の
虫
歯
や
歯
科
検
診
集

計
の
実
態
に
つ
い
て
、
東

京
歯
科
協
会
が
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
窓
口
負
担

が
あ
る
自
治
体
で
は
、
負

担
の
な
い
自
治
体
よ
り

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
口
腔
崩
壊

の
子
ど
も
が
多
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
医

療
費
窓
口
無
料
化
制
度
の

創
設
を
求
め
る
。

住
民
課
長

窓
口
無
料
化

を
実
施
し
た
他
市
町
の
状

況
を
見
る
と
、
す
べ
て
の

市
町
で
医
療
費
が
大
き
く

増
え
、
中
に
は
２
倍
以
上

と
な
っ
た
市
町
も
あ
る
。

本
町
で
は
、
保
護
者
の

皆
様
に
、
受
診
の
都
度
、

医
療
に
か
か
っ
た
コ
ス
ト

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

償
還
払
い
方
式
を
前
提
と

し
て
、
全
額
無
料
と
な
る

助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
。

助
成
方
法
に
あ
た
っ
て

は
、
後
の
世
代
の
負
担
ま

で
考
慮
し
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
優
先
度

の
高
い
も
の
か
ら
実
施
す

べ
き
で
あ
り
、
窓
口
無
料

化
は
考
え
て
い
な
い
。

中
谷

原
子
力
防
災
訓
練

を
視
察
し
た
が
、
は
ま
な

す
園
で
は
、
福
祉
車
両
と

運
転
手
が
足
り
な
か
っ
た
。

ま
た
、
能
登
空
港
で
行

わ
れ
た
車
両
の
汚
染
検
査

で
は
、
ピ
ッ
ト
や
足
場
設

備
を
多
数
使
っ
て
い
た
が
、

実
際
の
完
備
は
不
可
能
で

あ
り
、
実
効
性
に
疑
問
を

感
じ
た
。

志
賀
原
発
廃
炉
、
原
発

ゼ
ロ
に
向
か
う
よ
う
北
陸

電
力
に
迫
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長

は
ま
な
す
園
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
入
所

者
が
福
祉
車
両
で
避
難
す

る
の
で
は
な
く
、
大
半
の

方
は
バ
ス
に
よ
る
避
難
を

想
定
し
て
い
る
。

車
両
の
汚
染
検
査
に
つ

い
て
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
検
証
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
測
定

方
法
と
な
っ
て
お
り
、
実

効
性
は
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

窓
口
無
料
化
は
考
え
て
な
い

住
民
課
長

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を

中谷 松助 議員

原子力防災訓練の実効性に

そ
の
他
の
質
問
・・

中
谷

通
学
路
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
を
急
げ
。

学
校
教
育
課
長

改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
る
。

中
谷

小
中
学
校
体
育
館

へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
せ
よ
。

学
校
教
育
課
長

財
政
状

況
が
厳
し
い
中
で
設
置
は

難
し
い
。

中
谷

国
保
の
子
ど
も
の

均
等
割
減
免
を
求
め
る
。

町
長

公
平
性
や
平
等
性

の
観
点
か
ら
減
免
の
考
え

は
な
い
。

実効性はある 町長

車両を除染する訓練 

町政を問う！ 一般質問 町政を問う！ 一般質問

議会だより しか № 54 号
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堂
下

自
然
災
害
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
備
え
が
必

要
だ
が
、
停
電
時
の
対
応

に
電
気
自
動
車
か
ら
電
気

を
供
給
し
て
も
ら
う
こ
と

を
考
え
て
、
公
用
車
を
電

気
自
動
車
に
切
り
替
え
て

は
ど
う
か
。

ま
た
、
携
帯
電
話
の
充

電
器
を
各
避
難
所
に
設
置

す
る
と
と
も
に
、
住
民
が

出
か
け
た
く
な
る
避
難
所

の
工
夫
も
常
日
頃
か
ら
や

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

環
境
安
全
課
長

災
害
時

に
お
け
る
非
常
用
電
源
の

確
保
は
、
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

主
要
な
避
難
所
周
辺
に

整
備
し
た
避
難
誘
導
灯
に

は
、
携
帯
電
話
等
の
充
電

可
能
な
コ
ン
セ
ン
ト
を
設

け
て
お
り
、
災
害
用
特
設

公
衆
電
話
の
回
線
の
整
備

も
進
め
て
い
る
。

電
気
自
動
車
に
つ
い
て

は
、
不
透
明
な
点
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

発
電
機
の
リ
ー
ス
等
で
対

応
し
た
い
。

        

堂
下

内
閣
府
は
、
在
宅
難

病
患
者
や
妊
産
婦
な
ど
の

概
数
を
把
握
し
、
そ
の
数

に
合
わ
せ
た
福
祉
避
難
所

を
指
定
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

福
祉
避
難
所
の
整
備
は

内
閣
府
の
求
め
に
対
応
で

き
て
い
る
の
か
。

               

        

環
境
安
全
課
長

福
祉
避

難
所
は
、
災
害
時
に
高
齢

者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
等
、

特
に
配
慮
を
要
す
る
人
が

滞
在
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
施
設
で
あ
る
。
本
町
で

は
、
８
か
所
の
施
設
が
福

祉
避
難
所
と
し
て
利
用
可

能
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
、

保
健
師
を
派
遣
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

             

       

堂下 健一 議員

自然災害に対する備えを

非常用電源を確保する
環境安全課長

そ
の
他
の
質
問
・・

堂
下

原
子
力
防
災
訓
練

の
実
効
性
を
高
め
よ
。

環
境
安
全
課
長

職
員
の

習
熟
度
を
上
げ
、多
く
の
住

民
に
繰
り
返
し
訓
練
に
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
理

解
度
を
深
め
、実
効
性
を
高

め
て
い
き
た
い
。

堂
下

原
発
事
故
時
に
は

女
性
の
屋
外
で
の
活
動
は

控
え
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長

配
慮
し
た
い
。

堂
下

ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

配
布
は
い
つ
す
る
の
か
。

町
長

実
施
時
期
に
つ
い

て
、
県
と
協
議
し
て
い
く
。

堂
下

富
来
鉱
山
の
調
査

結
果
の
公
開
予
定
は
。

町
長

来
年
度
に
は
公
開

し
た
い
。

福
祉
避
難
所
の
整
備
は

体
制
は
整
え
て
い
る

環
境
安
全
課
長

町内の福祉避難所一覧 

特別養護老人ホームはまなす園 

はまなす園デイサービスセンター 

はなます園富来デイサービスセンター 

志賀町デイサービスセンター 

志賀町ショートステイ 

介護老人保健施設 有縁の荘 

デイケアセンター 有縁の荘 

グループホーム あじさい 

議会だより しか № 54 号
平成３１年１月３０日発行 12

町政を問う！ 一般質問



 

                                

      

稲
岡

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

合
宿
誘
致
が
実
現
し
た
場

合
、
受
入
態
勢
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

実
現
後
は
、
言
語
・
宗

教
・
風
習
・
文
化
・
食
事

な
ど
に
対
応
し
た
様
々
な

準
備
が
必
要
に
な
り
、
住

民
側
に
も
、
お
も
て
な
し

の
意
識
の
醸
成
、
町
全
体

の
気
運
の
醸
成
、
そ
の
た

め
の
啓
発
活
動
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
本
町
と
先

方
と
の
交
流
の
活
性
化
に

向
け
た
今
後
の
展
望
は
。

町
長

主
会
場
と
な
る
総

合
武
道
館
は
、
改
修
工
事

を
し
て
、
国
際
競
技
連
盟

の
施
設
要
件
を
す
で
に
満

た
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設

は
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
能

登
を
予
定
し
て
お
り
、
選

手
に
ス
ト
レ
ス
の
か
か
ら

な
い
よ
う
調
整
を
進
め
て

い
る
。
通
訳
に
つ
い
て
は
、

相
手
国
に
応
じ
た
通
訳
を

手
配
し
た
い
。

住
民
に
と
っ
て
は
、
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ア
ス

リ
ー
ト
と
の
交
流
や
海
外

の
文
化
に
触
れ
る
絶
好
の

機
会
で
あ
り
、
練
習
見
学

会
や
交
流
事
業
を
計
画
し

て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外

に
も
文
化
交
流
や
産
業
的

交
流
な
ど
を
推
進
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

                    

稲
岡

健
康
診
断
の
必
須

項
目
か
ら
色
覚
検
査
が
削

除
さ
れ
た
た
め
自
身
の
色

覚
特
性
に
気
付
か
な
い
児

童
生
徒
も
少
な
く
な
い
。

色
覚
チ
ョ
ー
ク
は
、
色

覚
特
性
の
あ
る
人
に
配
慮

し
た
チ
ョ
ー
ク
で
あ
り
、

視
力
の
弱
い
人
に
対
し
て

も
、
一
般
的
な
チ
ョ
ー
ク

よ
り
も
見
や
す
い
よ
う
に

カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
な
さ

れ
て
お
り
、
目
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
目
指
し
た
教
材

で
あ
る
。
町
内
の
学
校
に

採
用
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

色
覚
検
査
に

つ
い
て
は
、
平
成

年
度

か
ら
調
査
票
に
「
色
覚
が

心
配
」
と
い
う
項
目
を
追

加
し
、
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
れ

ば
改
め
て
同
意
書
を
も

ら
っ
て
い
る
。

学
校
で
簡
易
検
査
を
行

い
、
異
常
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
に
専
門
医
師
の
受
診

を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

学
校
生
活
に
配
慮
す
る
よ

う
心
掛
け
る
な
ど
、
適
正

に
対
応
し
て
い
る
。

現
在
、
志
賀
小
学
校
と

富
来
中
学
校
で
は
、
す
で

に
色
覚
チ
ョ
ー
ク
を
導
入

し
て
い
る
が
、
今
後
は
、

全
校
で
順
次
色
覚
チ
ョ
ー

ク
に
切
り
替
え
た
い
。

ま
た
、
色
覚
検
査
の
希

望
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

保
護
者
に
対
し
、
検
査
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

    

稲岡 健太郎 議員

色覚チョークの導入を

順次切り替えていく 教育長

合
宿
受
入
の
準
備
と
今
後
の
展
望
は

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

町
長

色覚チョークを導入した志賀小学校 

議会だより しか № 54 号
平成３１年１月３０日発行13
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月

日
、
兵
庫
県
多
可
町
議
会
が
来
訪
し
、

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

多
可
町
で
は
、
文
字
サ
イ
ズ
は
大
き
く
、
字
体

は
丸
ゴ
シ
ッ
ク
を
採
用
し
て
お
り
、
大
変
読
み
や

す
い
誌
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
も
読
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
を
意
識
し
、
今
回
か
ら
文
字
サ
イ

ズ
を
大
き
く
す
る
な
ど
、
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

月

日
、
農
業
や
６
次

産
業
化
に
よ
る
起
業
を
目
指

す
人
材
を
育
成
す
る
『
く
め

な
ん
ガ
ー
ル
ズ
フ
ァ
ー
ム
事

業
』
を
視
察
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
全
国
か
ら

地
方
創
生
・
独
立
就
農
・
地

域
起
業
家
等
に
興
味
の
あ
る

女
性
を
募
集
し
、
棚
田
を
活

用
し
た
有
機
野
菜
等
の
栽

培
・
出
荷
販
売
、
道
の
駅
で

の
加
工
・
販
売
等
な
ど
を
行

っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
い
う
も
の
で

す
。我

々
と
し
て
も
、
い
ろ
ん

な
事
例
を
検
証
し
な
が
ら
就

農
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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同
日
、『
百
年
の
森
林
づ
く

り
事
業
』
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
豊
富
な
森

林
資
源
を
活
用
し
、
林
道
網

や
作
業
道
網
の
整
備
を
行

い
、
林
業
と
こ
れ
を
取
り
巻

く
産
業
を
活
性
化
し
、
若
者

の
定
住
化
、
雇
用
の
確
保
に

つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

きれいに整備された森林（西粟倉村）

具
体
的
に
は
、
村
は
、
森

林
所
有
者
か
ら
森
林
を
預
か

り
、
森
林
の
間
伐
や
作
業
道

整
備
な
ど
、
効
率
的
な
森
林

整
備
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

企
業
は
、
木
材
の
加
工
、
流

通
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
森
林
の
付
加

価
値
を
高
め
る
取
り
組
み

は
、
本
町
で
も
検
討
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

読みやすさが特徴の多可町の議会だより
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月

日
、
石
川
県
の

原
子
力
防
災
訓
練
を
視
察

し
ま
し
た
。

能
登
空
港
で
の
汚
染
検

査
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

で
は
、
放
射
線
防
護
服
に

身
を
包
ん
だ
係
員
が
避
難

住
民
の
汚
染
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
る
昨
今
、
こ
う
し
た
訓

練
は
積
極
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

全全国国原原子子力力発発電電所所立立地地ササミミッットト議員研修レポート

月

日
と

日
、
東
京
都
内
で
開

か
れ
た
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
サ
ミ
ッ

ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
原
子
力
発
電
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
電
力
の
安

定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
抑
制
、

温
暖
化
対
策
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
原

子
力
発
電
の
意
義
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

講
演
会
の
後
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
再
稼
働
で
き
る
と
こ
ろ
は
早
め
に
進
め

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
一
方
で
、

「
地
域
経
済
よ
り
も
安
全
性
の
問
題
を
優

先
す
べ
き
」、「
使
用
済
み
核
燃
料
の
問
題

を
置
き
去
り
に
し
て
再
稼
働
は
あ
り
得
な

い
」
と
の
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
声
を
対
外
的
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
、
サ
ミ
ッ
ト
の
大
き
な
意
義
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

       

グループを代表し意見交換会の報告をする稲岡副議長

議議会会全全員員協協議議会会
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◆
結
成
の
経
緯
は

◇
約

年
前
、
土
田
地
区

の
女
性
が
中
心
と
な
っ
て

結
成
し
た
チ
ー
ム
か
ら
誘

わ
れ
、
志
賀
町
綱
引
選
手

権
大
会
に
土
田
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム
と
し
て
出

場
し
た
際
、
メ
ン
バ
ー
の

中
で
、
男
子
も
チ
ー
ム
を

作
っ
て
、
大
会
上
位
入
賞

を
目
指
し
、
年
間
通
し
て

練
習
し
よ
う
！
と
い
う
話

に
な
り
、
有
志
数
人
が
集

ま
っ
て
結
成
し
ま
し
た
。 

  

  

◆
普
段
の
活
動
は 

◇
旧
土
田
小
学
校
の
体
育

館
で
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
後
７
時

分
か
ら
９
時

分
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

木
曜
日
は
総
合
体
育
館

で
、
能
州
輝
綱
、
西
山
台
、

志
賀
・
美
笑
会
の
皆
さ
ん

の
胸
を
お
借
り
し
て
練
習

し
て
い
ま
す
。 

             

      

◆
こ
れ
ま
で
の
成
績
は 

◇
昨
年
は
念
願
だ
っ
た
志

賀
町
綱
引
選
手
権
大
会
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
で
優

勝
で
き
ま
し
た
。

                    
◆
今
後
の
目
標
や
思
い
は 

◇
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
が
、
綱

引
き
を
通
じ
て
地
域
内
の

交
流
の
輪
を
広
げ
、
少
し

で
も
地
域
の
活
性
化
の
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

や
る
気
の
あ
る
方
は
気

軽
に
体
育
館
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
綱
引
き

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

                     

                                

議
会
だ
よ
り

１２月
定
例
会

発
行
／
志
賀
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

（
）

主将 中橋 英隆 さん

Ｎ
ｏ

５
４

平
成
３
１
年
１
月
３
０
日

気持ちは一つ 「 」

（火）

本会議 議案の上程

（町長が行政報告や議案説明をします。）

（火）

本会議 一般質問

（議員が町政について質問をします。）

（金）

本会議 議案の採決

（議案の可否について決定をします。）

 

３月定例会の予定日です。本会議を傍聴してみませんか。

発
行
責
任
者

議

長

南

政
夫 
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会
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